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石川県との災害時協定
3月起案、9月役員会にて協定内容の確認

自然災害が増加する中、当会は、孤立集落の海からの物

資輸送や救援にも率先して協力すべく、石川県と「災害時

等における海上緊急輸送業務に関する協定書」の締結につ

いて検討と関係機関と協議を続けてきました。

すでに漁業団体様が同様な締結を行っており、プレジャー

の組織として県内では先駆けて行うものです。

9月に開催した役員会で、石川県危機対策監室　危機対
策課長の川口正人氏にご出席いただき、説明を受け、内容の

承認を得ました。

協定の主な内容

・災害時に石川県が海上緊急輸送が必要と判断された場合

に、石川県から協力要請を受け、当会は可能な限り協力す

ること。

・主な業務は被災者や滞留者、生活必需品、応急対策に必要

な人員や機材などの輸送を行うこと。

・従事者が業務中に災害を受けた場合、石川県の損害補償

に関する条例が準用され、補償されること。

小松梯川、左岸の係留施設が完成
平成27年1月10日完成予定

小松梯川の暫定係留施設についての協議会が3月と９月
に実施。前年に着工した護岸工事が進み、計画の約半分に

当たる左岸部分の工事がほぼ完了し1月上旬に使用可能と
なる予定です。

完成後、小松マリン

クラブに所属する船舶

約70隻が同施設に係
留されます。

今後は右岸部分の

工事が開始される予定

です。

ざぶん賞2014（第13回）表彰式開催
11月22日　金沢で表彰セレモニー開催　

当会が共催しているざぶん賞の表彰式が、金沢市のエク

セル東急ホテルにて開催されました。今回は全国の小中学

生から過去最多の約8,800作品の応募が、また石川県から
も多くの作品が集まりました。今年は全国表彰のほか、中部

地区ブロック表彰式として、石川県をはじめ各地で選ばれ

た皆様もお招きしました。

式では、会長の月尾嘉男氏（東京大学名誉教授）があいさ

つに続き、実行委員で陶芸家の林　香君さんが、この事業

と関連付けて開催している事業（地元の栃木県の子供達が

グループで童話に絵を施す事業）の講演がありました。

続いて来賓を代表し、金沢市長の山野之義氏および、顧

問の馳　浩氏が歓迎のあいさつ。その後各入選者に順に賞

が授与されました。石川県内の入選者には、石川県知事賞、

石川県教育委員会

賞、金沢市長賞、う

みまる賞（金沢、七

尾両海上保安部長

表彰）、ソロプチミ

スト賞がそれぞれ

渡されました。

総会開催。26年度の計画が承認
3月31日　金沢市で

総会は、会員、および来賓の皆様、約80名が出席され、金
沢市で開催されました。

議案審議では、引き続き安全指導、パトロールの活動強

化、ライフジャケットの着用徹底を県内各地で行うこと、係

留保管場所整備、海洋体験推進事業、文化創造事業などの

計画が承認されました。

また、今回の役員改選では、長年会長として当会の発展

に多大な貢献をいただいた高嶋哲氏が、全国事業として拡

大成長を続けている、ざぶん賞事業の財団の理事長職に専

念頂くため、顧問に就任され、新たな会長に、理事会の決議

をもって岡川純一郎氏が就任しました。

節目となる今回の総会では、来賓として金沢市長の山野

之義氏や、これまで

各地でご指導いた

だいた県議会議員

の皆様をお招きし、

顧問で出席いただ

いた、衆議院議員 
馳浩氏、北村茂男

氏および佐々木紀
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氏ら、皆様からそれぞれご挨拶をいただきました。

理事の改選

●新任理事

斎藤　外二 （加賀マリンクラブ）
桜井　浩二 （七尾マリン協会）
白木　眞一 （加賀マリンクラブ）
砂長谷　均 （大協マリンクラブ）
辻口　正衛 （羽咋マリンクラブ）
森田　昭男 （橋立マリンクラブ）

●退任理事

高嶋　哲

（顧問就任　一財ざぶん環境・文化プロジェクト理事長）

石村　雄正 （加賀マリンクラブ）
小倉　恒久 （加賀マリンクラブ）
新宅　清治 （加賀マリンクラブ）
中村　幸弘 （中島マリン協会）
山崎　清弘 （マリンフィッシングクラブ）

●各支部長

能登支部長　中越　政秀 、 羽咋支部長　辻口　正衛
金沢支部長　南野　吉宏 、 加南支部長　吉田　憲孝

海上指導員講習会を開催
各地で海上安全指導員の講習会を開催しました。

現在、海上安全指導員は43名、およびパトロール艇が委
嘱され、海上で活動しています。

マリンレジャー安全推進週間出動式
4月26日　金沢港で（金沢支部）

金沢支部で、大型連休前のマリンレジャー安全推進週間

の出動式を、金沢海上保安部の協力のもと行いました。

会員18名が参加
し、金沢港護岸周辺

と、港内のパトロー

ルを行い、レジャー

活動者に安全の指

導を行いました。

各地で海難訓練、安全講習会を実施
6月1日　小松安宅沖

加南支部（小松マリンクラブ、手取会）と小松美川水難救

済所の合同海難訓練を実施しました。会員約50名が参加。
地域の警察や消防らとの連携し、陸上に設置した本部の指

示のもと、海上で迅速な行方不明者捜索、海中転落者救助、

発炎筒点火等の訓練を実施しました。

6月21日　羽咋滝港

滝港にて羽咋支部、羽咋マリンクラブは、羽咋救難所との

合同のパトロール、

および海難訓練に

参加しました。金沢

海上保安部　巡視

艇わしかぜも参加

し、海上保安部員の

指導のもと実施し

ました。

4月5日　穴水湾、8月3日　珠洲沖、
9月7日　輪島沖、11月3日　七尾湾

七尾、珠洲、輪島、穴水地区でもそれぞれ訓練を実施しま

した。七尾では20
名、輪島は参加18
名、珠洲は31名、穴
水は28名がそれぞ
れ参加しました。

その他、安全講習会や救命講習会、また遠方航海時にお

いての最寄りの港への避難の訓練など、各地で会員クラブ

が主催し、行われました。

不明者を捜索
11月28日　白山市の沖合で（加南支部）

小松マリンクラブ所属の会員が寄港しないとの連絡を受

け、同クラブの救助部員が捜索を開始。当日の天候や潮の

流れから白山市沖合方面を中心に捜索したところ、沖合２

km付近で漂流船を発見し曳航しました、船長は船内で病
死されました。

夏のイベントを各地で開催
港フェスタ金沢　体験クルージング

7月19日　金沢港

金沢港で開催の港フェスタ2014の事業の一環で、金沢
支部が体験クルージングを行いました。ボート10隻、会員
35名が協力。
今年も親子をは

じめ多くの市民が

来場。約300名の
皆様を順にお乗せ

し、港内から内灘

沖までクルーズし

ました。
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ボート天国・マリンスポーツチャレンジデー

7月21日　七尾港

恒例となった七尾港の体験航海「ボート天国」が開催さ

れました。多くのご家族や子供たちがボートを体験しまし

た。七尾マリン協会、雌島クラブ、七尾セーリング協会が協

力しました。

小松・美川親子ボートフィッシング大会は荒天で中止

今年も小松、美川で、親子を対象としたボートフィッシン

グ大会を開催を計画していましたが、当日の荒天で中止い

たしました。

トライアスロン珠洲大会、シーカヤック
能登島里山フェスティバルに協力
8月24、25日　珠洲　鉢ヶ崎

トライアスロン珠洲大会に、今年も長浜マリン協会の皆

様が、スイム競技の海上安全において協力いたしました。メ

ンバー 20人（隻）がボートを提供し、各配置にて監視しま
した。

9月27、28日　能登島で開催

能登島里海シーカヤックフェスティバル。今年で5回目。
全国から多くの愛好家が参加しました。

当会能登支部が実行委員として運営全般に関わると供

に、走行を監視するボートを提供し、安全な海洋レジャーの

保持に協力しました。

クリーンビーチ、森の植樹や草刈りに
参加
5月26日　金沢、6月15日　加賀、6月29日　小松

金沢、および小松では今年もクリーンビーチに協力しま

した。金沢では60名が金
石、内灘地区で、小松は約

85名が安宅海岸で参加し
ました。

大協マリンクラブは6
月15日に山中県民の森で
草刈りを実施。15名が参
加しました。

海面利用協議会に協力
11月14日　

県水産課の石川県海面利用者協議会に、当会から遊漁者

代表委員として濱田理事が参加いたしました。会議では、

能登地区でのアオリイカ釣りについて小型のイカ（10セン
チ以下）の放流の徹底などを確認しました。

金沢、七尾海上保安部着任のご挨拶

「海の守人」

七尾海上保安部長

砂川　孝（すながわ　たかし）

貴協会の皆様方には、平素より小型

船舶の安全運航を第一に事故防止に

取組んで頂いておりますことに、海の

安全を所掌業務の一つとします海上

保安部として、非常に心強く感じているところでありまし

て、本紙をお借りして先ずはお礼申し上げます。

前任地は第八管区海上保安本部境海上保安部でして、そ

う・・「ゲゲゲの鬼太郎ロード」で地域興しに成功した鳥

取県境港市からやってきました。

実は22年前にも境で勤務した経験があり、当時は正に「ゲ
ゲゲの鬼太郎ロード」の発足年。街は鬼太郎ロード一色で

盛りに盛り上がっておりました。「あれから20年・・」一時
のブームは？・・と思いきや、数年前の朝ドア「ゲゲゲの女房」

の影響もあってか、年間の来場者数が300万人に手が届く
かという賑わい振り！「どっこい地方の底力」といったと

ころでしょうか。

ところで、石川県は３月には北陸新幹線が開業し、さらに

朝の連続ドラマ「まれ」の放映開始予定等、地域が活気付く

要素が目白押し。石川県をはじめとした北陸が賑わい活性

化されることを切に願っています。

さて、当保安部では、能登半島沿岸海域を中心に地域の

安全・安心の実現に向け、日夜業務に臨んでいますが、傾向

として、船舶海難や人身事故海難を問わず高齢者が事故に

遭う割合が高くなってきております。その遠因の一つに体

力の衰えに由来したと思われる事案も一部で見受けられて

おり、保安部としても様々な取り組みを行っています。

「長年の経験則」は事故防止の一つとして役立ちますが、

「知らず知らずの体の衰え」は意外と直ぐには実感できない

もの。培った経験則に似合う体力が維持できているか、今

一度確認し、無理のない活動をお願い致します。

これからも海難事故の削減に向け、七尾海上保安部は「海

の守人」として職員一丸となって取組んでいきます。

マリンレジャーを楽しむために

金沢海上保安部次長

磯辺　千代松（いそべ　ちよまつ）

第九管区海上保安本部から着任し

ました。石川県は初めての勤務地とな

ります、どうぞよろしくお願いいたし

ます。

行政からのお知らせ
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編集後記　金沢港は昭和38年の豪雪で閉ざされた陸路の対策としてできたと言われます。しかし実際は、大正時代、地元の有識者が貿易港を金
沢にと国に要望し、昭和初期に築港が閣議決定。戦時中の計画凍結を経てようやく開港したのです。その港ができるころ、北陸新幹線の建設を求める

運動が起きました。全国に新幹線が必要と訴えた田中角栄首相は、冬、一日中雪かきをして生きる地元人たちの苦労を間近に見て、なんとかしなけ

ればと思ったそうです。それから50年、国鉄民営化、道路整備、除雪などのサービスや技術も進化し、価値観も大きく変化しました。そして金沢港と
同じように長い年月をかけてようやく新幹線がやってきます。「かがやき」の陰には地元の先人たちの尽力があったことを忘れずにいたいものです。

スナップ

ざぶん賞
全国表彰式開催

（金沢）

各地で
安全訓練、
講習会を実施

金沢港　港フェスタで一般市民を対象に体験航海を行いました。

総会を金沢市で開催。




